
 平成 30年 3月 11日（日） 

四季の森公園自然観察会「桜前線の前に見られる桜」  

桜前線の前に見られる桜もなかなか素敵です！ 

NPO法人四季の森里山研究会 担当：上野、渡部、野口 

 

四季の森公園では、4月上旬に展望広場やさくらの谷を中心にソメイヨシノが満開となり、

訪れる人を楽しませてくれます。実はそれに先立つ時期にも観られる桜があります。山野に

自生する「山桜」、人の手により改良された「里桜」、そしてそれぞれから派生した様々な種

類が公園内に咲き誇ります。ソメイヨシノの前に開花する桜見物の旅に出かけましょう。 

 

     

 

・カタクリ 

  種子が発芽した 1年目は細い糸状の葉を出すだけ。2～6年目も葉は1枚だけですが、

毎年徐々に大きくなり、少しずつ球根にでんぷんを貯め、7～８年後にやっと葉が 2 枚

出て花を咲かせます。毎年活動の期間が短いので、開花までずいぶん時間がかかります。   

   

・アセビ 

この花は今頃スズランに似た花を下に向けて咲かせます。花は下を向いていますが、果

実は上向きとなり、秋に裂開して種子を散布します。風で枝が揺れると果実から種子がこ

ぼれ落ちますが、花が咲く春頃まで種子が残っている果実も珍しくないようです。 

 

・サクラの野生種、交配種 

  日本には 9 種の野生種（原種）*、交配種（園芸種）を含め、約 600 品種が確認され

ていると言われています。次の野生種との組合せにより様々な園芸種が生まれています 

  ・ヤマザクラ ・オオシマザクラ ・エドヒガン ・マメザクラ ・オオヤマザクラ 

・チョウジザクラ ・カスミザクラ ・タカネザクラ ・ミヤマザクラ  

*多摩森林科学園（八王子市髙尾）資料ではカンヒザクラを入れて 10種類としています。 

 

・ソメイヨシノ（染井吉野） 

  オオシマザクラ＋エドヒガンの交配種、江戸後期に染井村（豊島区）で栽培され“吉野

桜”で広まりましたが奈良県“吉野の桜”（山桜）と異なるため明治期に“染井吉野”と

名付けられました。全国桜の名所 7～8割が同種で、開花の標準木とされています。   

 

 

★ 次回は４月 8日（日）。テーマは『樹木の花、若葉、萌黄色を楽しむ』。是非ご参加ください。 

カンザクラ フクジュソウ カンヒザクラ シキザクラ カタクリ 


